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この度の国際会議のテーマは、タミル・ナードゥ州出身の仏僧、菩提達磨の人生、教え、

そして彼の与えた影響についてです。彼は 6 世紀に中国へ渡り仏教の Chan 学派を設立、

今尚アジアの人々の生活に強い影響を与え続けて

おり、日本でも「だるまさん」として親しまれて

います。 

中世インドにおいて、商人や仏僧がアジアの様々

な国へインドの豊富な伝統文化を運び出し、まさ

に文化大使として活躍していたことは注目すべき

ことでしょう。彼等は商品や農産物と一緒に仏陀

の愛や憐れみの教えを伝え、広く浸透したこの思

想はアジアの人々をより近づけることとなりまし

た。この、インドの精神世界と文化を伝えた大使の一人が、3～9世紀に栄えたパッラ

バ朝の首都カーンチプラムの王子であった菩提達磨です。彼は 6世紀に中国へ渡った後

Chan学派（日本での禅宗）を創立したといわれており、

タミルの地から生まれたこの偉大な阿羅漢の教えは中国、

日本、韓国、ベトナムやその他の国の人々の生活を変え、

今尚、彼は禅宗の開祖として敬われています。 

中国の書によると菩提達磨の出生地は“Kang-zhi”と記載

されており、そのため研究者の間で菩提達磨はパッラバ

朝最盛期に学問、文化伝播の中心地であったタミル・ナ

ードゥ州のカーンチプラム出身であったとされています。

大乗仏教と禅宗は膨大な数の文学、哲学書を生み出して

きました。仏陀がアジアの人々にとって絶対的な悟りの

起源であり象徴であることは変わらない一方で、菩提達

磨の奉仕の精神と精神世界の達成に向けたひたむきさは、

悟りのために必要不可欠な姿勢を説いているのです。 

古代インドにおいて精神世界の中心地であったカーンチプラムから菩提達磨が生まれた

ことは、インドの人々にとって大きな誇りです。菩提達磨は南インド特有の武術である

カラリ武術を中国の人々に教えた人物でもあり、このカラリ武術は後にアジアの様々な

武術に発展していったといわれています。また彼の禅宗は信仰者だけでなく東アジアの

人々、特に中国、日本、韓国、ベトナム、チベットやその他の国々の大衆を啓発し、彼

等の生活や文化に革新的な変化をもたらしました。現代の私たちの世界においても禅宗

の影響は衰えておらず、力強く世界に広がっていっています。 



インド哲学と大乗仏教の研究の発展を助長するため、私た

ちは今菩提達磨に因んでカーンチプラムに仏教センターを

設立しています。このセンターが世界中の仏教信者と学者

とって、研究・黙想の中心地として役立つことを期待して

います。 

菩提達磨の信仰と禅宗は各国で人気を博していますが、彼

の出生地であるこの国では十分に知られているとはいえま

せん。この偉大な師であり哲学者である菩提達磨への正確

な理解を深めるために、彼の出生地で彼と彼の教えを徹底

的に研究することが今日不可欠になってきています。 

私たちは研究の遅れを取り戻すために、今回二日間の菩提

達磨についての国際協議を 2015年 8月 13・14日、チェン

ナイにて開催することに致しました。 

協議内容 

様々な国から研究者が参加し、菩提達磨の活動と教えについて多様な観点から書かれた

研究論文を発表します。 

下記、内定の研究報告内容: 

1. 菩提達磨の出生地カーンチプラム 

2. 南インドにおける大乗仏教 

3. インドから中国への菩提達磨の旅経路 

4. 中国における菩提達磨の伝道 

5. 菩提達磨とインド武術 

6. 菩提達磨と Chan宗（日本での禅宗） 

7. 菩提達磨とナーガールジュナ 

8. 菩提達磨の中国の生活・文化への影響 

9. 菩提達磨の日本文化への影響 

10. 菩提達磨の韓国への影響 

11. 菩提達磨のアジアその他各国への影響 

12. 国際的な菩提達磨の影響 



13. 菩提達磨と中国のタミル移民 

14. 印中文化関係における菩提達磨  

15. アジアでのインド文化・哲学普及における菩提達磨の貢献  

16. 世界の菩提達磨センター 

17. 菩提達磨伝記の再編成  

18. 菩提達磨の言い伝え・逸話を描いた美術工芸  

19. 想像芸術を通じた菩提達磨信仰の永続  

20. 何故・どのように信仰対象としての菩提達磨が、下品な冷やかしや冗談の例えで

使われたり、売春婦と連想させられたりするようになったのか  
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